
七　夕

平成 30年7月号 

「 ゆうゆう北久里浜だより」 

  

今年もホームで笹飾りを飾り、七夕をお祝いしました。「乞巧奠（きこうでん）」は、中

国の行事で7月7日に織女星にあやかってはた織りや裁縫が上達するようにとお

祈りをする風習から生まれました。庭先の祭壇に針などをそなえて、星に祈りを捧

げます。やがてはた織りだけでなく芸事や書道などの上達も願うようになりました。

平安時代にその話が日本に伝わると、宮中行事として七夕行事が行われるよう

になりました。宮中の人々は桃や梨、なす、うり、大豆、干し鯛、アワビなどを供え

て星をながめ、香をたいて、楽を奏で、詩歌を楽しみました。サトイモの葉にたまった

夜つゆを「天の川のしずく」と考えて、それで墨を溶かし梶の葉に和歌を書いて願

いごとをしていました。梶は古くから神聖な木とされ、祭具として多くの場面で使わ

れてきました。 



菖蒲苑ランチツアー

８日と１６日に菖蒲苑までドライブし菖蒲や紫陽花を鑑賞したり、苑内のレストランで鰻など
の昼食をとったりゆっくり楽しんでいただきました。

  



書道＆お茶会

今月はボールを使ったゲームなどを楽しんで頂きました。

２０日には書道、１８日にはお茶会などで楽しんでいただきました。

ランチツアー＆出前ランチ

浦賀にある鰻のお店「梅本」で鰻を堪能したり、出前でとったお寿司を楽しんで頂きまし
た。

室内レクリエーション



　

追浜

名所紹介

〒２３９－０８０７ 

横須賀市根岸町３－２－１４ 

電話 ０４６－８３８－５７７８ 

  

お知らせ 

 
◆ 7月アクティビティ予定 

  

・ランチツアー                    ・書道教室 

・音楽療法                      ・メガネリフレッシュ 

・民謡                         ・カラオケの会 

・お茶会                       ・夏の歌会 

・夏祭り 

父の日 

母の日のカーネーション同様、赤色を

贈るのが世界的に見て一般的とされて

いますが（すでに亡くなっている場合は、

白いバラを捧げます）、日本においては

日本ファーザーズ・デイ委員会が、日

本では幸せの象徴とされている黄色を

父の日のイメージからにしていることから、

黄色いバラを贈るのが多いようです。 

沿岸部の夏島地区にある夏島貝

塚は縄文初期の遺跡、つまりこの

頃から追浜には人が居住していた

ことが分かっています。戦前は横須

賀市の他の地域と同様に、軍の施

設が置かれました。特に追浜海軍

航空隊が有名。戦後は、沿岸部

の埋立地に日産自動車追浜工場

や関東自動車工業の本社などの

大規模の工場が置かれました。現

在は工業地帯としてはもちろん、交

通の便が良いため、東京や横浜の

ベッドタウンとしても栄えています。 


